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京都大学

複数のシステムへシームレスにログイン。
シングルサインオンを実現する

京都大学では、学内事務の効率化や業務のス

リム化を目的に、さまざまなシステムや ア

プリケーションが導入されています。人事、経

理、教務など、業務ごとに利用されているそれら

のシステムを結びつけ、セキュリティーを高めた

上で、よりシームレスに使いやすくするために、

新しく投入されたのが

（以下、

）です。

通常、複数の アプリケーションを利用す

る環境では、アプリケーションごとにログインが

必要です。そのため、利用者は使うアプリケー

ションに応じて、 を使い分けなければなりま

せん。またそれぞれにセキュリティーポリシーを

設定する必要があり、システムを管理する側に

とっては、これは非常に煩雑です。

ではこのセキュリ

ティー管理を一元化。一つの とパスワードを

使って、複数のアプリケーションへのサインオン

ができる、シングルサインオンを実現しています。

外部からサーバーを隠蔽することで、セキュリ

ティーも向上。 が

シングルサインオンとセキュリティーにおいて、

大学のこれからのシステム構築をサポートして

います。

　京都大学では、教員および学生に対して

研究・教育支援を行う「学術情報メディアセン

ター」と、全学に対して情報基盤・電子事務局

サービスを提供する情報環境部という二つの

組織を中心に、大学における情報基盤を支え

ています。この二つの組織を横断的に結び、一

体化するのが情報環境機構です。

　大学における システムについて、同大学

情報環境機構 機構長 松山隆司教授は、次の

ように語ります。「大学の情報化は、大学という

社会の有り方を改めて考え、設計し直すチャン

スともいえます。大学というのはどういった組織

であるのかを考えながら、試行錯誤的にシステ

ム構築を進めるのがよいと考えています。人間

の社会には多様性がありますが、大学はその

多様性を持つ社会の縮図です。多様性に柔軟

に対応するには、どんなシステムがふさわしい

のか。大学であれば、トライアルを行うことができ

ます。多様な人が出会える総合大学という強み

を生かすために、どんなシステムにしていけば

いいのか、システムベンダーにはそういった観

点から一緒に考えてもらえることが必要だと感

じています」

　こうした状況を踏まえながら、京都大学

ではグループウェアの中心に

を据えて業務改革を進めてきました

が、その中で問題となったのが、認証基盤でし

た。同大学学術情報メディアセンターネットワー

ク研究部門 岡部寿男教授は、認証システムに

ついての考え方を次のように語ります。「各アプ

リケーションやシステムごとにアカウントが存在

し、業務によって複数の とパスワードを使い

分ける必要がありました。それは、現実の運用と

しては非常に難しく、結果的に十分安全とはい

えない管理状況に陥る危険性がありました。全

学のシステムにシングルサインオンできる認証基

盤ができれば、管理者も利用者もアカウント管理

が楽になるだけでなく、別々のシステムでもシー

ムレスに行き来して利用できるようになると考

えたのです」

　京都大学の電子事務局構想の一つである、

全学共通のシングルサインオンを実現するため

に導入されたのが、 でし

た。実際のシステム導入を担当された同大学 情

報環境部情報企画課 電子事務局推進室 室

長 上條春穀氏は、たいへんスムーズに導入で

きたと評価されています。「グループウェアであ

る がすでに導入済みで

したが、 と

は非常に親和性が高く、大きな問題も

なく運用をスタートできました」

社会の縮図である大学での試みを通じ
多様性に対応するシステムを考える

お客様ニーズ

複数のWebアプリケーションの垣根を超える
シングルサインオンを実現
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